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決
算
の
概
要

　平成31年度決算審査は、総括質
疑の後、各常任委員会で予備審査
を行い、予算決算特別委員会で更
なる審査と附帯意見の検討を行っ
た後、議決に至りました。
　一般会計の他、国保会計などの
特別会計、上下水道、病院の公営
企業会計のすべてを可決認定しま
した。

防
災
体
制
の
整
備

　

防
災
体
制
の
整
備
で
は
、台

風
19
号
災
害
を
受
け
て
、防
災

マ
ッ
プ
の
見
直
し
、防
災
拠
点

の
整
備
、情
報
伝
達
の
方
法・手

順
の
整
備
な
ど
、自
然
災
害
に

対
す
る
備
え
を
強
化
し
て
い
く

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

印
鑑
証
明
書・住
民
票・戸
籍
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
利
用
さ
れ
て

お
り
、更
に
、健
康
保
険
証
と

　

台
風
19
号
災
害
か
ら
の

復
旧
工
事
が
主
と
な
る
災

害
復
旧
費
は
9
億
9
3
0

0
万
円
の
大
型
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

災
害
が「
激
甚
災
害
」

に
指
定
さ
れ
、そ
の
多
く

は
国
に
よ
る
補
助
が
受
け

ら
れ
ま
す
。大
被
害
に
よ

り
、基
金
活
用
も
含
め
弾

力
的
な
財
政
運
営
を
図
っ

た
こ
と
か
ら
、支
出
額
1

億
2
8
4
6
万
円
、
繰
越

額
8
億
6
2
6
4
万
円
の

決
算
と
な
り
ま
し
た
。引

き
続
き
、次
年
度
も
復
旧

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
激
甚
化
す

る
災
害
に
備
え
、更
な
る

「
強
い
財
政
」に
向
け
て
の

財
政
運
営
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）

の
会
計
決
算
は
、一
般
会
計
に

お
い
て
は
歳
入
1
6
3
億
８

0
０
９
万
円
、歳
出
1
5
7
億

9
4
6
0
万
円
で
5
億
8
5
4

9
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、地
域
改
善
地
区
住

宅
改
修
資
金
等
貸
付
事
業
を
除

く
特
別
会
計
も
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
が
健
全
な
状
態
で

心
配
が
な
い
か
を
判
断
を
す
る

「
健
全
化
判
断
比
率
」の
う
ち
、

収
入
に
対
し
借
金
返
済
額
の
占

め
る
割
合
を
示
す「
※1

実
質
公

債
費
比
率
」は
6・8
%
、借
金

が
市
税
な
ど
収
入
の
何
年
分

に
あ
た
る
か
を
示
す「
※2

将
来

負
担
比
率（
1
0
0
%
が
1
年

分
）」
は
70・1
%
と
、共
に
早

期
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、消
費
税
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、そ
れ

に
伴
い
保
育
料
が
無
償
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、小
中
学
校
の
空
調
施

設
の
整
備
が
完
了
し
、夏
季
に

お
け
る
学
習
環
境
の
改
善
が
図

ら
れ
、涼
し
く
な
っ
た
教
室
で

子
ど
も
達
も
集
中
し
て
授
業
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
台
風
19
号
災
害

に
対
し
て
は
大
型
の
補
正
予
算

が
組
ま
れ
、い
ち
早
く
市
民
の

日
常
生
活
や
経
済
活
動
を
復
旧

さ
せ
る
た
め
、財
政
調
整
基
金

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、復
旧

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
湯
の
丸
高
原

屋
内
運
動
施
設
の
特
設
プ
ー
ル

が
竣
工
と
な
り
、本
格
的
に
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
誘
致
が
始

ま
り
ま
し
た
。一
方
、資
金
調
達

の
起
債
に
は
賛
否
が
分
か
れ
ま

し
た
。

く
ら
し
・
防
災

台
風
19
号
災
害
関
連

し
て
の
利
用
を
調
整
中
で
す
。

カ
ー
ド
取
得
率
が
20
％
と
低
調

な
た
め
、普
及
と
利
用
の
促
進

に
努
め
て
い
る
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。カ
ー
ド
取
得
に
対
す

る
不
安
を
払
拭
す
る
対
応
を
求

め
ま
し
た
。

ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
対
策

　
ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
対
策
は
、

市
の
農
薬
活
用
実
証
試
験
で
有

効
性
が
確
認
さ
れ
、周
知
や
利

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
始
め

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

実
効
性
の
高
い
対
策
に
す
る
た

め
、全
市
的
な
取
り
組
み
体
制

づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。

住
宅
用
蓄
電
池
補
助

決
算
額
58
万
円

　
住
宅
用
蓄
電
池
の
設
置
に
対

す
る
補
助
金
制
度
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。申
請
件
数
が
当
初
の

利
用
見
込
み
を
上
回
っ
て
い
る

た
め
、今
後
は
補
正
等
で
対
応

す
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
は

ど
う
だ
っ
た
?

復
旧
工
事
が
進
む
海
野
宿
橋

災害に強い東御市へ 平成31年度決算審査

会計区分 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額

一 般 会 計 163億8,009万円 157億9,460万円 5億8,549万円

〈特別会計〉
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 32億4,003万円 31億4,499万円 9,505万円

介 護 保 険
特 別 会 計 27億5,827万円 26億9,957万円 5,869万円

地 域 改 善 地 区
住宅改修資金等
貸 付 事 業
特 別 会 計

96万円 641万円 △546万

後期高齢者医療
特 別 会 計 3億5,050万円 3億3,669万円 1,381万円

湯の丸高原屋内
運 動 施 設 事 業
特 別 会 計

8億8,729万円 8億7,853万円 876万円

※差引額は１万円未満を四捨五入しているため誤差が生じる場合があります。

平成31年度東御市会計別歳入歳出決算

26.8％

19.5％

11.3％
10.9％

9.4％

8.5％

4.8％
3.3％
0.9％
0.8％

災害復旧費
（災害が発生した時に道路等の復旧など）
1億2,846万円

民生費
（社会福祉など）
42億2,853万円

総務費
（市の運営など）
30億7,464万円

土木費
（道路や河川などの整備）
17億8,207万円

公債費
（市債などの償還金など）
17億2,524万円

教育費
（学校整備や社会教育など）
14億7,937万円

衛生費
（保健医療や生活環境など）
13億4,949万円

商工費
（商工業振興のための
支援や観光振興など）
7億6,072万円

農林水産業費
（農林業の振興を図る
ための支援など）
6億609万円

消防費
（消防・防災対策など）
5億1,174万円

議会費
（議会の運営など）
1億4,825万円

3.8％

歳出
157億
9,460万円

※歳出の中に含まれている人件費は23億2,214万円です。
※各金額と構成比は，1万円未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

市のお金 何に使われた！

アレチウリ駆除対策

国保・湯の丸高原屋内運動施設事業などの特別会計、公営企業会計の
審査詳細は、8ページ、9ページをご覧ください。

P
8・9
へ

　

実
質
公
債
費
比
率
…
地
方
自

治
体
に
お
け
る
一
般
財
源
の

規
模
に
対
す
る
公
債
費（
借
入

金
の
返
済
額
）の
割
合
の
こ
と
。

25
％
以
上
に
な
る
と
、単
独
事

業
の
た
め
に
債
権
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る

※1
　

将
来
負
担
比
率
…
地
方
公
共

団
体
の
借
入
金（
地
方
債
）な
ど
、

現
在
抱
え
て
い
る
負
債
の
大
き

さ
を
、そ
の
地
方
公
共
団
体
の

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
表

し
た
も
の
。国
の
健
全
化
基
準

は
3
5
0
％
以
下

※2
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小中学校の全教室に
エアコン設置

れ
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

市
の
審
議
会
や
委
員
会
の
役

員
で
、女
性
の
登
用
が
少
な
い

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
内

で
組
織
す
る

男
女
共
同
参

画
行
政
推
進

会
議
で
、各

組
織
の
女
性

の
登
用
促
進

を
依
頼
し
て

い
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま

し
た
。

和
児
童
館
建
設
事
業

決
算
額
5
3
5
万
円

　

児
童
館
と
児
童
ク
ラ
ブ
の
併

設
型
で
設
計
さ
れ
、収
容
規
模

は
2
0
0
人
で
す
。建
設
工
事

は
令
和
3
年
度
に
実
施
予
定
で

す
。今
後
の
建
設
計
画
は
、滋
野
、

田
中
、祢
津
の
順
番
で
実
施
さ

　
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
対
策

と
し
て
、幼
児
教
育
保
育
の
無

償
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

保
育
環
境
の
整
備
で
は
、保

育
園
全
室
に
空
調
設
備
が
整
い

ま
し
た
。

不
登
校
対
策

決
算
額
4
1
6
6
万
円

　
不
登
校
及
び
特
別
な
配
慮
が

必
要
な
児
童
生
徒
が
増
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
支
援

体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、小
学
校
に
上
が
る
前
か

ら
の
対
応
策
の
方
向
性
を
、関

係
各
課
と
連
携
し
て
検
討
し
て

い
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小
中
学
校
修
繕
事
業

 

決
算
額
6
億
3
2
3
2
万
円

　
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

と
小
中
学
校
の
全
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
前
半
は
、農
地
対

策
や
担
い
手
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、台
風
被
害
を

受
け
て
年
度
後
半
か
ら
農
地

復
旧
な
ど
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
堂
地
区
の
事
業
に
つ
い

て
苗
木
の
定
植
は
６
割
ほ
ど
、

地
域
づ
く
り
・
産
業
・
観
光

子
育
て
・
学
校
教
育
・

社
会
教
育

健
康
・福

祉

こ
の
事
業
は

ど
う
だ
っ
た
?

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

へ
の
参
加
者
は
多
少
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

10
分・1
0
0
0
歩
歩
こ
う

と
呼
び
か
け
る「
プ
ラ
ス
10

ミ
ニ
ッ
ツ
」の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。妊

娠
出
産
包
括
支
援

決
算
額
3
7
1
万
円

　

母
子
相
談
室
の
設
置
に

続
い
て
、産
後
ケ
ア
事
業
の

通
所
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

開
始
さ
れ
、妊
娠
期
か
ら
出

産
後
、子
育
て
期
と
切
れ
目

の
な
い
支
援
の
充
実
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

生
活
困
窮
者
支
援

決
算
額
1
3
8
2
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、支
援
の
必

要
な
市
民
が
増
え
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、重
点
的
な

支
援
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、「
ま

い
さ
ぽ
東
御
」の
相
談
員
を
3

人
か
ら
4
人
に
増
や
し
、体
制

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
確
立

決
算
額
1
0
1
万
円

　

在
宅
介
護
支
援
の
充
実
と
、

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
の
充
実

を
図
る
た
め
、連
携
の
強
化
が

必
要
で
す
。東
御
市
民
病
院
の

新
た
な
経
営
戦
略
で
は
こ
の
こ

と
を
柱
に
掲
げ
て
い
る
た
め
、

排
水
路
整
備
は
８
割
が
完
成
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
。非
農
用

地
の
整
備
に
関
し
、観
光
客
を

誘
客
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
を
求
め
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
交
通

決
算
額
6
7
9
5
万
円

　

昨
年
度
10
月
か
ら
土
曜
日
運

行
を
終
了
し
、

介
助
者
料
金

の
無
料
化
な
ど

福
祉
と
連
携
し

た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
年
度
末

の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、デ
マ
ン

ド
交
通
と
定
時

定
路
線
バ
ス
の

利
用
は
減
少
し

て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

デ
マ
ン
ド
交

通
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化
を
図

り
、今
後
実
施
す
る
地
域
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の

結
果
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
持
続
可
能
な

公
共
交
通
の
構
築
に
つ
な
げ
て

い
く
」と
の
こ
と
で
し
た
。

移
住
定
住
支
援

決
算
額
1
1
6
万
円

　
移
住
定
住
推
進
事
業
の
空
き

家
片
付
け
補
助
金
の
実
績
が
４

件
、移
住
実
績
は
17
世
帯
23
人

で
し
た
。移
住
希
望
者
へ
の
支

援
体
制
が
定
着
し
た
成
果
が
出

ま
し
た
。空
き
家
の
利
活
用
に

つ
い
て
、地
域
づ
く
り
の
会
だ

け
で
な
く
、地
域
の
実
情
を
良

く
知
る
区
長
会
と
も
連
携
し
進

め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

決
算
額
1
3
6
万
円

　
特
定
空
家
の
行
政
代
執
行
や

家
主
へ
の
対
応
の
説
明
を
求
め

ま
し
た
。ま
た
前
回
の
空
き
家

調
査
か
ら
５
年
経
過
し
て
い
る

の
で
、再
調
査
を
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

市
道
県
・東深

井
線
整
備

決
算
額
3
7
4
3
万
円

　

市
道
県・
東
深
井
線
の
道
路

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

昨
年
度
は
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
交
付
率
が
下
が
り
、

計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。地
元
の
計
画
通
り
の

工
事
執
行
を
求
め
ま
し
た
。

海
野
宿
宿
泊
施
設

「
う
ん
の
わ
」

　

台
風
19
号
被
害
を
経
て
、休

止
し
て
い
る
滞
在
型
交
流
施
設

「
う
ん
の
わ
」の
今
後
が
課
題

と
な
り
ま
し
た
。「
業
者
選
定

に
つ
い
て
は
も
っ
と
し
っ
か
り

と
精
査
を
」「
レ
ス
ト
ラ
ン
と

宿
泊
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
タ
イ

ル
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、必

要
と
さ
れ
、人
が
来
る
施
設
を

考
え
る
べ
き
」と
の
意
見
が
出

さ
れ
、方
向
性
を
定
め
早
急
な

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

　

下
水
道
の
統
廃
合
事
業
で
東

部
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
流
入
量

増
加
に
と
も
な
う
臭
気
な
ど
の

苦
情
は
無
い
か
、昨
年
の
台
風

19
号
災
害
時
の
対
応
、支
障
は

無
か
っ
た
か
、を
質
問
し
ま
し

農
業
振
興

子
育
て
支
援

こ
の
事
業
は

ど
う
だ
っ
た
?

福
祉
課
と
市
民
病
院
、ま
た
関

係
部
門
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、

具
体
化
し
て
ほ
し
い
と
求
め
ま

し
た
。支

え
合
い
台
帳

決
算
額
3
7
7
5
万
円

　

現
在
、67
区
中
48
区
で
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、い
く
つ
か

の
区
で
は
、情
報
の
更
新
と
災

害
時
の
活
用
法
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
お
り
、よ
り
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
く
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は

ど
う
だ
っ
た
?

た
。流
入
量
増

加
に
よ
る
臭
気

な
ど
の
苦
情
は

無
く
、過
去
に

比
べ
て
も
改
善

が
図
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。

ま
た
台
風
19
号

災
害
時
は
停
電

に
と
も
な
う
施

設・
設
備
の
停

止
が
あ
っ
た
が

非
常
用
発
電
機

の
使
用
な
ど
で

対
応
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

小
規
模
土
木
事
業

　
昨
年
度
の
予
算
増
加
に
よ
っ

て
各
区
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
道

路
の
改
修
な
ど
、僅
か
な
が
ら

も
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
規
模
土
木
事
業
の
予
算
引
上

げ
、河
川
改
修
へ
の
更
な
る
取

り
組
み
等
も
求
め
ま
し
た
。

海野宿 宿泊施設「うんのわ」

健
康
づ
く
り
運
動

決
算
額
6
3
6
万
円

御堂地区ワイン用ぶどう団地
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平成31年度  一般会計決算

●基金残高は、昨年の台風第19号災害からの復旧
事業、新型コロナウイルス対策などにより、財政
調整基金を始め、毎年少しずつ減少が続いてい
る。今後は、市民生活を守ることを主眼に置いた
活用をしながらも、残高の維持に努められたい。

●市道県・東深井線の建設事業や荒廃農地復旧対
策事業等一部の事業に執行率の低さが見受けら
れる。市民益に直結する事業は、厳しい枠配分の
中予算化したのであるから、執行率を上げ、事業
の早期実現を図られたい。

●不登校の実態は、小学校では0.63％だが、中学
校では6.08％の高い水準に跳ね上がっている。
過去３年間の推移をみても３％から２年間で
６％へと倍増していることから有効な対策が急

務となっている。不登校要因が多様化するなか
で、チーム支援を引き続き充実するとともに、家
庭環境にも対応した取り組みが求められるよ
うになっている。繊細な部分も多いことから、福
祉など関連部局と密接に連携し、積極的に取り
組まれたい。また、特別な配慮を要する児童生徒
も小中あわせて200人超に激増していることか
ら、支援体制を強められたい。

●新型コロナウイルス感染症は、寒冷期に入り、引
き続き感染拡大の恐れがある。市民の生命・くら
し・経済活動に直結しており、検査体制・医療体
制の拡充に努めるとともに、国の臨時交付金も
積極的に活用し、市民生活の保全・営業補償・子
ども達の学習保障など機動的に対応されたい。

予算決算特別委員会審査報告

附帯意見

　

平
成
31
年
度
東
御
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
は
、
歳
入
1
6
3
億
8
0
0
9
万
3
8
5

円
、歳
出
1
5
7
億
9
4
6
0
万
3
3
3
9
円
で
、

5
億
8
5
4
8
万
7
0
4
6
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
比
率
は
、実
質
公
債
費
比
率
6・

8
%
、将
来
負
担
比
率
70・1
%
と
、い
ず
れ
も
早

期
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
執
行
面
で
は
、保
育
園
、小
中
学
校
の
空

調
施
設
整
備
が
な
さ
れ
、保
育・
教
育
現
場
環
境

の
改
善
が
図
ら
れ
、特
に
夏
季
の
子
ど
も
達
の
学

習
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
10
月
の
台
風
19
号
災
害
か
ら
の
復

旧
工
事
で
は
、早
期
に
工
事
着
手
が
図
ら
れ
、大

型
工
事
も
着
実
な
進
捗
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　
全
体
で
は
重
点
事
業
を
中
心
に
、市
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、評
価

す
べ
き
決
算
で
あ
り
、認
定
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
の
発
展
、市
民
生
活
の
向
上
、災

害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
、生
活
環
境
の
構
築
に
着
実

に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
求
め
賛
成
討
論
と
致

し
ま
す
。

予算決算特別委員会委員長
山崎 康一議員

全会一致で

認 定

　本委員会は、９月11日に付託された議案について、各常任委員
会の予備審査結果に基づき、25日に審査を行いました。
　全会一致で原案のとおり認定すべきものと決定しました。原案
を認定するにあたり、次のとおり附帯意見をつけました。

賛成 

田中 信寿議員

討論

平
成
31
年
度
決
算
・

令
和
2
年
度
定
期
監
査

監
査
委
員

審
査
報
告

　

9
月
定
例
会
開
会
日
に
北
澤

代
表
監
査
委
員
か
ら
平
成
31
年

度
決
算
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、概
要
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

直
面
し
て
い
る
厳
し
い
社
会

情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
、行
政
需

要
の
変
化
に
的
確
か
つ
積
極
的

に
対
応
さ
れ
、効
率
的
な
事
務

事
業
の
執
行
に
当
た
ら
れ
て
お

り
、住
民
福
祉
の
充
実
に
対
し

順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
認
め

ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
係
る
審
査
書

類
等
は
基
準
に
従
い
適
切
に
作

成
さ
れ
て
お
り
、財
産
の
管
理

等
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
結
果
に
お
け
る

改
善
点
や
留
意
す
べ
き
事
項
が

あ
る
た
め
、今
後
と
も
一
層
の

改
善
努
力
を
求
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
支
払
利
息

の
減
少
や
事
業
の
合
理
化
に
努

め
ら
れ
た
結
果
、平
成
31
年
度

純
利
益
約
1
億
2
1
5
6
万
円

と
な
っ
た
が
、給
水
収
益
の
減

少
に
よ
り
前
年
度
純
利
益
と
比

べ
て
約
1
1
7
5
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
会
計
は
支
払

利
息
の
減
少
や
処
理
場
の
維

持
管
理
費
の
削
減
に
努
め
ら

れ
た
結
果
、平
成
31
年
度
純
利

益
約
1
億
3
7
2
3
万
円
と

な
り
、前
年
度
純
利
益
と
比
べ

て
9
7
2
万
円
増
加
し
ま
し

た
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、病
床
稼

働
率
が
79・5
%
と
前
年
度
比

2・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、ま

た
、入
院
患
者
数
や
人
間
ド
ッ

ク
受
診
者
数
増
の
ほ
か
、経
費

削
減
に
努
め
た
が
、外
来
患
者

数
や
検
査
件
数
及
び
健
康
診
断

の
減
少
等
に
よ
り
、医
業
収
益

は
平
成
31
年
度
約
15
億
4
0
9

3
万
円
と
前
年
度
決
算
額
と
比

べ
て
9
0
1
万
円
減
少
し
ま
し

た
。

　
監
査
手
続
き
及
び
監
査
方
法

に
よ
り
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、概
ね
良
好
で
あ
り
、財
務
に

関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
経
営

に
係
る
事
業
管
理
に
つ
い
て
、

否
と
す
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、厳
し
い
財
政
運
営
が

将
来
に
亘
っ
て
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、現
状
の
業
務
遂
行
に

つ
い
て
も
大
胆
な
見
直
し
が
必

要
と
な
る
た
め
、縦
割
り
を
排

し
、各
部
署
と
の
横
断
的
な
連

携
を
強
化
し
、効
率
的
な
行
政

運
営
、継
続
的
な
事
務
の
改
善

に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
、

コ
ス
ト
削
減
に
努
力
す
る
取
り

組
み
を
期
待
し
ま
す
。

各
部
署
共
通・個
別
事
項

ア
、収
入
未
済
額
の
縮
減・不
能

欠
損
額
の
適
正
処
理
に
つ
い

て
、昨
年
度
と
の
比
較
で
は
、

全
体
の
件
数
で
1
9
1
4

件
の
減
、収
入
未
済
額
で
約

1
4
8
7
万
円
の
減
、不
納

欠
損
額
で
1
2
7
8
万
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
、解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
の
努
力
の

跡
が
見
ら
れ
ま
す
が
、税
負

担
の
公
平
性
や
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
も
、引
き
続
き
関

係
部
署
に
お
い
て
管
理
を
徹

底
し
、収
入
未
済
額
の
縮
減

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

代
表
監
査
委
員

北
澤 

昌
雄

一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
決
算
審
査
結
果

公
営
企
業
会
計
決
算

審
査
結
果

定
期
監
査
に
係
る

監
査
意
見

定
期
監
査
の
結
果

イ
、湯
の
丸
高
原
施
設
整
備
推

進
事
業
に
係
る
財
源
で
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
特
別
会

計
を
設
け
、当
初
予
算
の
歳

入
は
寄
附
金
8
億
7
7
0

6
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、集
ま
っ
た
寄
附
金

は
約
2
億
3
0
2
2
万
円

（
26・2
%
）と
な
り
ま
し
た
。

特
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
寄

附
金
に
つ
い
て
は
、当
初
見

込
ん
で
い
た
寄
附
金
の
不

足
分
を
市
債
等
で
対
応
し

ま
し
た
。令
和
2
年
度
か
ら

は
制
度
改
正
に
伴
い
寄
附

者
に
有
利
な
制
度
と
な
る

た
め
、対
象
企
業
の
す
そ
野

を
広
げ
、寄
附
依
頼
や
折
衝

を
積
極
的
に
行
い
、初
期
の

目
標
で
あ
っ
た
寄
附
金
に

よ
る
事
業
の
維
持
継
続
が

図
ら
れ
る
よ
う
市
一
丸
と

な
り
財
源
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
以
上
2
点
に
つ
い
て
意
見
を

付
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
定
期
監
査
に
お
け

る
監
査
委
員
か
ら
の
改
善
事
項

や
課
題・留
意
事
項
に
つ
い
て
、

27
課・
室
等
へ
計
66
項
目
の
指

摘
事
項
を
付
し
ま
し
た
。

（単位：円）
年　度 件数 収入未済額 不納欠損額

平成31年度 24,951 275,391,502 7,257,055

平成30年度 26,865 290,260,970 20,040,546

増 減 額 △1,914 △14,869,468 △12,783,491

収入未済額及び不納欠損額の比較
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し
て
い
ま
し
た
が
、個
人
版

寄
附
金
、一
般
寄
附
金
は
予

定
額
を
上
回
っ
た
も
の
の
、

企
業
版
寄
附
金
が
大
き
く

不
足
し
、結
局
、6
億
円
を

起
債
で
賄
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

他
方
、運
営
費
は
当
初

予
定
し
た
7
0
0
0
万
円

か
ら
水
道
光
熱
費
な
ど

2
0
0
0
万
円
程
度
削
減
さ

れ
ま
す（
通
年
度
ベ
ー
ス
）。

　

質
疑
で
は
、寄
附
金
を
集

め
き
れ
な
か
っ
た
責
任
を

問
う
意
見
、事
業
執
行
の
中

で
早
期
償
還
を
求
め
る
意

見
が
あ
り
、賛
成
14
、反
対

て
い
る
。患
者
中
心
の
医
療・

地
域
医
療
連
携
な
ど
の
視
点

が
重
視
さ
れ
、在
宅
医
療・看

取
り・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
実
現
に

向
け
た
院
内
の
合
意
形
成
は

不
可
欠
で
あ
る
。関
連
部
局

と
の
連
携
に
努
め
、軌
道
に

乗
せ
ら
れ
た
い
。

湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
再

編
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、上
小
地
域
医
療
調
整
会

議
で
認
め
ら
れ
ず
中
止
と

な
り
ま
し
た
。現
在
、新
た

上
す
る
手
立
て
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

果
が
質
問
さ
れ
、31
年
度
に

職
員
1
名
、今
年
度
に
さ
ら

に
1
名
の
削
減
が
行
わ
れ
、

今
後
5
年
間
に
1
4
4
0
万

円
の
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ

る
と
の
報
告
で
し
た
。

　
9
月
議
会
で
は
一
般
会
計
決
算
の
ほ
か
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
の
各
31
年
度
決
算
を
審
査
、

2
件
の
令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
も
審
査
し
ま
し
た
。湯
の
丸
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
で
、

そ
の
他
の
会
計
は
全
会
一
致
で
可
決・認
定
し
ま
し
た
。そ
の
主
な
内
容
は
―
―
―

総括
質疑

【
コ
ロ
ナ
追
加
対
策
】

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、小

中
学
校
へ
の
消
毒
液
な
ど

の
増
額
補
正
、乳
幼
児
歯
科

健
診
の
医
療
機
関
へ
の
委

託
料
、図
書
館
の
除
菌
ボ
ッ

ク
ス
設
置
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

【
住
宅
用
定
置
型
蓄
電

池
補
助
増
額
】

　

昨
年
10
月
か
ら
新
た
に

適
用
に
な
り
ま
し
た
が
、台

風
被
害
で
停
電
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
関
心
が
強
く
な

り
、今
年
に
入
り
８
月
ま
で

に
21
件
と
な
り
、予
算
が
足

　

31
年
度
か
ら
料
金
取
り

扱
い
業
務
に
加
え
施
設
巡

回
点
検
、量
水
器
交
換
修
繕
、

漏
水
調
査
、水
質
検
査
な
ど

幅
広
い
業
務
の
民
間
委
託

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
効

　
病
床
稼
働
率
が
近
年
最
高

の
79・5
%
に
な
り
、一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
出
し
も
減
少

し
ま
し
た
。一
層
の
経
営
改

善
努
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

東
御
市
民
病
院
と
鹿
教

　

昨
年
10
月
に
施
設
が
完

成
し
、運
用
が
は
じ
ま
っ
て

い
ま
す
。今
回
の
決
算
は
特

設
プ
ー
ル
建
設
の
最
終
年
度
。

す
べ
て
寄
附
金
で
当
て
る
と

9
5
0
0
万
円
の
黒
字

決
算
で
し
た

　
質
疑
で
は
特
定
健
康
診
断

の
受
診
率
の

推
移
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
と

こ
ろ
年
々
向

上
し
て
き
ま

し
た
が
、31
年

度
の
暫
定
値

で
は
42・9
%

と
前
年
度
よ

り
低
下
し
て

い
ま
す
。市
の

目
標
は
50
％

で
あ
り
、原
因

を
分
析
し
、向

5
8
0
0
万
円
の
黒
字

決
算
で
し
た

　
介
護
認
定
者
が
右
肩
上
が

り
に
増
え
る
見
込
み
で
し
た

一
般
会
計
補
正
予
算

水
道
事
業
会
計
決
算

病
院
事
業
会
計
決
算

湯
の
丸
高
原
屋
内
運
動
施
設
事
業
特
別
会
計
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

り
な
く
な
り
ま
し
た
。今
後

10
件
を
見
込
ん
で
増
額
し
ま

し
た
。

【
最
終
学
年
応
援
事
業

補
助
金
】

　
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
行

程
の
変
更
や
、運
動
会
中
止

な
ど
で
活
躍
の
機
会
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
小
６・
中
３
の

最
終
学
年
の
児
童
生
徒
を
励

ま
す
事
業
へ
の
補
助
。1
人

あ
た
り
１
３
０
０
円
程
度
の

地
元
農
産
物
を
贈
り
、家
族

み
ん
な
で
懇
談・
交
流
し
て

元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
の
が

ね
ら
い
で
す
。

が
、こ
こ
数
年
、横
ば
い
で
推

移
し
て
い
ま
す
。介
護
予
防

策
の
一
層
の
強
化
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

病
床
稼
働
率
79・5
%

な
段
階
で
の
病
院
改
革
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
に
関

す
る
附
帯
意
見
を
つ
け
ま
し

た
。

【
附
帯
意
見
】

　

第
3
次
経
営
改
善
計
画
の

策
定
が
進
め
ら
れ
、公
立
病

院
と
し
て
地
域
で
の
担
う
べ

き
役
割
、目
指
す
べ
き
医
療

提
供
の
方
向
性
が
検
討
さ
れ

　
総
務
産
業
委
員
会
で
は
昨

年
の
台
風
19
号
災
害
で
被
災

し
た
橋
梁
や
農
地
、農
業
用

水
路
な
ど
の
復
旧
状
況
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

被
災
後
約
一
年
を
経
過

し
、橋
梁
関
係
は
、損
壊
物
も

片
付
け
ら
れ
護
岸
の
整
備
も

か
な
り
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、

橋
梁
本
体
の
工
事
は
こ
れ
か

ら
に
な
り
ま
す
。

　
本
体
工
事
で
は
昨
年
の
災

害
を
教
訓
に
、出
水
時
に
流

木
な
ど
が
掛
か
ら
な
い
よ
う

橋
脚
の
本
数
を
減
ら
し
た
り
、

架
け
る
位
置
を
変
更
す
る
な

ど
の
工
夫
が
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
の
復
旧

に
つ
い
て
は
大

規
模
に
被
災
し

た
桜
井
の
千
曲

川
沿
い
の
農
地

を
視
察
し
ま
し

た
。4
割
程
度
が

復
旧
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、水
利

が
未
復
旧
の
た

め
、水
田
耕
作
は

　

社
会
文
教
委
員
会
で
羽

毛
山
工
業
団
地
内
の
信
州

ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー
社
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所（
出
力
は

1
9
9
0
k
w
）を
視
察
し
、

発
電
シ
ス
テ
ム
の
工
程
に

そ
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

同
発
電
所
の
燃
料
材
は

「
東
信
地
域
産
の
み
」で
賄

う
と
し
、年
間
3
万
ト
ン
を

予
定
し
て
い
ま
す
。軽
井
沢・

佐
久
と
群
馬
県
境
に
福
島
原

発
事
故
の
際
の
放
射
性
物
質

セ
シ
ウ
ム
1
3
4
な
ど
が
基

準
値
を
超
え
て
沈
着
し
て
い

る
地
域
が
あ
り
ま
す
が
、こ

こ
か
ら
の
産
出
材
は
放
射
能

濃
度
調
査
を
し
、検
査
結
果

が
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

視
察
で
は
ウ
ッ
ド

パ
ワ
ー
社
の
取
り
組

み
、発
電
所
の
概
要
、

発
電
工
程
、環
境
安
全

対
策
の
説
明
を
う
け
、

燃
料
材
蓄
積
地
、チ
ッ

プ
製
造
工
程
、タ
ー
ビ

ン・
発
電
室
、飛
灰
除

去
装
置
な
ど
を
見
て

総
務
産
業

委
員
会

社
会
文
教

委
員
会

2
で
決
算
は
認
定
と
な
り
ま

し
た
。認
定
に
あ
た
り「
今

後
も
一
般
財
源
に
は
手
を
つ

出
来
ず
大
豆
に
切
り
替
え
作

付
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
用
水
路
の
復
旧
は
、

加
沢
新
堰
、川
原
田
用
水
路

と
も
に
ほ
ぼ
終
了
し
、い
ず

れ
も
石
垣
等
で
作
ら
れ
て
い

た
物
を
、強
度
を
上
げ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
設
計
に
替
え
復

旧
工
事
が
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
頭
首
工
や
暗あ

ん
渠き
ょ
の

部
分
の
復
旧
工
事
に
取
り
掛

か
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
ま
だ
全
面
復
旧

ま
で
は
時
間
が
掛
か
り
そ
う

で
す
が
着
実
な
る
工
事
の
進

捗
を
、こ
れ
か
ら
も
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

回
り
ま
し
た
。コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ル
ー
ム
で
は
、シ
ス
テ
ム

管
理
と
と
も
に
環
境
保
全
の

諸
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
表
示
、管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
工
場
立
地
を
め
ぐ
っ
て
は

地
元
羽
毛
山
区
、市
民
か
ら

心
配
の
声
が
上
が
り
、議
会

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。こ
の
な
か
で
、環
境
保

全
協
定
と
と
も
に
当
初
予
定

の
な
か
っ
た
放
射
能
測
定
を

も
盛
り
込
ん
だ
覚
書
が
結
ば

れ
ま
し
た
。ま
た
放
射
能
測

定
の
手
順
文
書
も
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。こ
れ
ら
が
適
正
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
、注
目
し

て
い
き
ま
す
。

現
地
調
査

現
地
調
査

単位：千円
予算 決算

事業費 887,405 878,533

主
な
歳
入

寄
附
金

寄附金総額 877,060 230,217
内  

訳

企業版ふるさと寄附金 751,060 49,700
個人版ふるさと寄附金 93,000 129,737
一般寄附金 33,000 50,780

地域活性化事業債 0 600,000
ネーミングライツ 0 35,000

湯の丸特別会計の予算と決算（31年度）

41.0

42.0

43.0

44.0

45.0

46.0

47.0

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
（31年度は暫定値）

44.0％

46.3％

42.9％

特定健診受診率の推移

暮らし改善へ特別会計・公営
企業会計決算

一般会計補正予
算 さらなる取り組みを

け
ず
、寄
附
金
等
に
よ
る
十

分
な
財
源
確
保
」を
求
め
る

附
帯
意
見
を
つ
け
ま
し
た
。

　31年度は企業版寄附金７億５千万円をあつ
める予算をたてたが、わずか6.6％にとどまり

借金した。監査委員はこの「財源確保」について「改
善すべし」との異例の監査意見をつけた。市長は

「真摯に反省」「お詫び」をのべたが、法の定める財
政規律に立って、かかる事態を再び起こさない市
政運営が求められる。

　本事業は、寄附金、交付金、ネーミングライツ
料、起債などの歳入により昨年10月にオープン

したプールの運営に係るものだ。31年度決算では
個人版の寄附金が好調であったことから起債額が
当初より抑えられ、運営費が想定を下回ったこと
から起債の早期償還の可能性も見えてきた。よっ
てこの決算は認定すべきである。

平林 千秋 議員

高木 真由美 議員

反対
討論

賛成
討論
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採決結果:◎は全会一致
○は賛成多数　×は否決定例会の提出案件の審議結果令和２年

9　月

常任委員会審査結果の「―」印は、常任委員会に付託されなかった案件です。

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務産業 社会文教

平成31年度東御市歳入歳出決算（関連記事P2〜6・P8〜9）	 	 	 	

議案第72号 平成31年度東御市一般会計歳入歳出決算認定について ◎ ― ― 　歳入163億8,009万円、歳出157億9,460万円で５億8,549万円の黒字

議案第73号 平成31年度東御市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ― ― 　歳入32億4,003万円、歳出31億4,499万円で9,505万円の黒字

議案第74号 平成31年度東御市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ― ― 　歳入27億5,827万円、歳出26億9,957万円で5,869万円の黒字

議案第75号 平成31年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ― ― 　歳入96万円、歳出641万円で546万円の赤字

議案第76号 平成31年度東御市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ― ― 　歳入３億5,050万円、歳出３億3,669万円で1,381万円の黒字

議案第77号 平成31年度東御市湯の丸高原屋内運動施設事業特別会計歳入歳出決算認定について 〇 ― ― 　歳入８億8,729万円、歳出８億7,853万円で876万円の黒字

議案第78号 平成31年度東御市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について ◎ ― ― 　当年度純利益１億2,156万円の黒字

議案第79号 平成31年度東御市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について ◎ ― ― 　当年度純利益１億3,723万円の黒字

議案第80号 平成31年度東御市病院事業会計決算認定について ◎ ― ― 　当年度純利益4,421万円の黒字（病院事業全体）
令和2年度東御市補正予算　（関連記事P8〜9）	 	 	 	

議案第81号 令和２年度東御市一般会計補正予算（第９号） ◎ ― ― 　主に災害復旧費の減額により、歳入歳出それぞれ５億8,576万円を減額

議案第82号 令和２年度東御市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎ ― ― 　歳入歳出それぞれ3,028万円を減額。納付金の確定によるもの

議案第83号 令和２年度東御市介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎ ― ― 　歳入歳出それぞれ1,166万円を追加。負担金の精算に伴う増額補正

議案第84号 令和２年度東御市湯の丸高原屋内運動施設事業特別会計補正予算（第１号） ◎ ― ― 　歳入歳出それぞれ1,060万円を追加。主に湯の丸高原施設基金会計への積立金
条例の一部改正等

議案第85号 東御市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 ◎ ◎　ごみの分別、指定袋及び料金を市内統一とするための条例改正

議案第86号 東御市税条例の一部を改正する条例 ◎ ◎　地方税法の一部改正に伴い、土地家屋の相続人の申告書提出を求めるための条例改正

議案第87号 東御市手数料条例の一部を改正する条例 ◎ ◎　個人番号の通知カードの再交付事務が廃止されたことに伴う条例改正

議案第88号 東御市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ◎ ◎　子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、条文、字句の整理を行う条例改正

議案第89号 上田地域広域連合規約の変更について ◎ ◎　東部クリーンセンターで北御牧地区のごみの受入れに伴う規約改正

議案第90号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎ ― ― 　東御市和（本海野区）神津秀子さんを推薦

議案第91号 人権擁護委員候補者の推薦について ◎ ― ― 　東御市加沢（金井区）土屋忠寿さんを推薦
追加議案	 	 	 	

議案第92号 令和２年度東御市一般会計補正予算（第10号） ◎ ― ― 　歳入歳出それぞれ2,246万円を追加。主に新型コロナウイルス感染症対策による増額補正

議案第93号 令和元年台風第19号豪雨災害復旧事業　加沢新堰頭首工及び堤外水路災害復旧工事請負契約の締結について ◎ ― ― 　契約金額　３億6,410万円。契約先　竹花工業株式会社田中支店

議案第94号 令和元年台風第19号豪雨災害復旧事業　川原田頭首工災害復旧工事請負契約の締結について ◎ ― ― 　契約金額　２億2,660万円。契約先　北澤土建株式会社東御支店

議案第95号 布下橋下部工工事請負契約の締結について ◎ ― ― 　契約金額　２億1,120万円。契約先　株式会社守谷商会
請願・陳情	 	 	 	

陳情第37号 防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める陳情書 採択 採択 ― 
議員提出議案	 	 	 	
議員提出議案第3号 防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書の提出について ◎
議員提出議案第4号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について ◎
議員提出議案第5号 市長専決処分事項の指定の特例について ◎

下記以外の議案等は、全会一致でした。

本会議での各議員の賛否（賛成・採択「○」、反対・不採択「●」、退席「退」、議長「/」、欠席「欠」）

定例会の議決結果
議
　
案
　
番
　
号

会派名・議員名

案　件

東翔の会 さわやかな
風の会 太陽の会 日本

共産党 公明党

横
山
　
好
範

栁
澤
　
旨
賢

青
木
　
周
次

佐
藤
　
千
枝

田
中
　
信
寿

瀬
田
　
智
之

依
田
　
俊
良

長
越
　
修
一

山
崎
　
康
一

中
村
　
眞
一

阿
部
貴
代
枝

髙
森
　
公
武

山
浦
　
利
通

平
林
　
千
秋

窪
田
　
俊
介

依
田
　
政
雄

髙
木
真
由
美

議案
第77号

平成31年度東御市湯の丸高原屋内運動施設事業
特別会計歳入歳出決算認定について / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

令和２年
9　月

市政を問う
東御市議会のホームページから、今回の一般質問を動画で見ることができます。
パソコン、スマートフォンから、いつでもご覧いただけます。 東御市議会 検索

一 般 質 問 項 目

プ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て
は

市
の
か
か
わ
り
方
、国
の
支
援
、

そ
れ
ら
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、デ

メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
精

査
し
、早
期
の
起
債
償
還
後
の

プ
ー
ル
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

道
筋
を
つ
け
て

い
く
。

問　

湯
の
丸

ス
ポ
ー
ツ
交
流

施
設
の
経
済
効

果
は
ど
う
か
。

市
長　

経
済
的

な
産
出
額
は
2

年
間
で
3
億
円

近
い
伸
び
を
み

せ
て
い
る
。

　

長
野
県
ス

キ
ー
連
盟
、南

極
越
冬
隊
の
研

修
、ま
た
夏
は

陸
上
、冬
は
水

泳
の
合
宿
と
、

問　

起
債
償
還
後
の
屋
内

プ
ー
ル
の
在
り
方
は
ど
の
様
に

す
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　

湯
の
丸
を

訪
れ
る
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、地

域
を
潤
し
て
い
く
と
と
も
に
、 田中　信寿議員

問答
湯
の
丸
屋
内
プ
ー
ル
の

今
後
の
道
筋
と
は
何
か

起
債
の
早
期
償
還
を
目
指
し

国
と
運
営
の
協
議
を
続
け
る

田中　信寿………………………………………………………
●湯の丸高原スポーツ交流施設の現状と今後について
●災害に強い農業への取り組みについて
依田　俊良………………………………………………………
●コロナ禍におけるシティプロモーションについて
●withコロナ時代の社会変革を見据えた対応について
佐藤　千枝………………………………………………………
●新型コロナウイルス感染症対策について
●市民に愛され信頼される市民病院の再構築について
山浦　利通………………………………………………………
●代理受領制度の充実について
●安全・安心の東御市について
●専決処分について
中村　眞一………………………………………………………
●市民病院の状況と経営の再構築について
●農作物における鳥獣被害対策について
阿部　貴代枝……………………………………………………
●市内の公共交通について
●長期の引きこもりや精神的に障がいのある方々への支援について
●人権と暮らしについての意識調査について
髙木　真由美……………………………………………………
●「新しい生活様式」に向けた諸施策の具体化について
●新型コロナウイルスの第2波に備えた対策について
平林　千秋………………………………………………………
●新型コロナウイルス感染症対策について
●湯の丸高原施設整備推進事業に関連して

●定時定路線バス「祢津線」の見直し、市内公共交通にかかわる
実証実験について

●羽毛山における木質バイオマス発電所の本格稼働に関連して
山崎　康一………………………………………………………
●コロナ禍における関係人口の創出拡大について
●市民霊園について
●小学校施設改修について
髙森　公武………………………………………………………
●ゆぅふるtanaka施設（3階）の「フィットネスゾーン」について
●図書館について
●市道県東深井線について
●うんのわ宿泊施設について
●新型コロナウイルス感染症による全国一斉休校について
依田　政雄………………………………………………………
●コロナ禍における避難所運営のあり方について
●防災・減災に向けて防災ラジオの活用について
●ポストコロナに向け「地域未来構想20オープンラボ」登録に
ついて

●行政手続きのオンライン化について
窪田　俊介………………………………………………………
●新しい時代の学びの環境整備について
●児童館・児童クラブについて
●地域づくりの今後について
瀬田　智之………………………………………………………
●台風19号災害対応及びコロナウイルスに対応した災害対策
について

バ
ラ
ン
ス
良
く
通
年
で
宿
泊
合

宿
が
行
わ
れ
る
等
の
中
で
、更

な
る
投
資
で
、よ
り
湯
の
丸
が

有
名
に
な
り
、好
循
環
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

プ
ー
ル
の
主
た
る
目
的

が
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た

め
と
い
う
性
格
な
ら
ば
、東
御

市
が
主
体
と
な
る
運
営
は
市
民

理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

　

屋
内
プ
ー
ル
の
今
後
の
道

筋
と
は
、東
御
市
の
受
益
に
見

合
っ
た
負
担
に
よ
る
プ
ー
ル
の

存
続
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
長

の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長　

国
と
の
協
議
を
続
け
、

任
期
中
の
早
期
償
還
を
目
指
し
、

よ
り
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
市
民
と
共
有
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、防
ひ
ょ
う
ネ
ッ
ト

の
2
割
補
助
継
続
を
求
め
た
。

一般質問QR

経済効果も期待される屋内プール

議員
13人
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一 般 質 問

合
、市
長
に
与
え
ら
れ
た
権
限

で
、緊
急
性
が
高
い
予
算
の
補

正
等
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
場
合
で
も
、そ
の
処
分

に
よ
っ
て
生
じ
た
市
民
益
を
推

し
進
め
る
た
め

に
、効
力
に
影

響
は
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
市
長
は

速
や
か
に
議
会

や
市
民
に
対
し

経
緯
に
つ
い
て

の
説
明
責
任
を

果
た
す
必
要
が

あ
る
。

安
全・
安
心

の
東
御
市
に

つ
い
て

問　

救
急
車

の
入
り
に
く
い

地
域・
消
火
栓
の
未
設
置
の
地

域
の
把
握
は
ど
う
か
。ま
た
非

常
時
の
具
体
的
な
対
策
は
さ
れ

て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　
消
防
署
に
お

い
て
年
二
回
定
期
的
に
調
査
を

行
い
、消
火
栓
･
防
火
水
槽
の

点
検
、救
急
車
両
の
進
入
で
き

る
場
所
、で
き
な
い
場
所
の
把

握
は
で
き
て
い
る
。

総
務
部
長　
非
常
時
に
お
い
て

は
、消
防
車
に
20 

m
ホ
ー
ス
を

10
本
搭
載
し
2
0
0
m
ま
で
の

ホ
ー
ス
延
長
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
中
継

送
水
な
ど
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

救
急
車
の
進
入
が
困
難
な
場
合

は
救
急
救
命
士
が
必
要
な
機
材

を
携
行
し
、隊
員
と
協
力
し
、担

架
、ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
搬
送

す
る
な
ど
、最
善
の
対
応
を
し

て
い
る
。

山浦　利通議員

問答
専
決
処
分
が

承
認
を
得
ら
れ
な
い
場
合
の
対
応
は

専
決
処
分
自
体
の
効
力
に
は影響

は
な
い

中村　眞一議員

問答
市
民
病
院
の
経
営
再
構
築
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

新
た
な
経
営
改
善
計
画
を
作
成
し

進
捗
状
況
の
結
果
を
公
表
す
る

問　
専
決
処
分
の
定
義
、ま
た

議
会
で
承
認
を
、得
ら
れ
な
い

場
合
、行
政
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

総
務
部
長　

専
決
処
分
は
、議

会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場

問　

鹿
教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
市
民
病
院
の
回
復
期
診

療
科
構
想
が
、昨
年
10
月
、上
小

医
療
圏
の
調
整
会
議
で
一
部
委

員
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
断
念
し

た
。併
せ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
応
が
優
先
さ

れ
る
現
状
な
ど
か
ら
、経
営
の

再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
は

よ
り
困
難
だ
。こ
の
状
況
下
で

の
経
営
再
構
築
は
、ど
う
取
り

組
む
の
か
。

病
院
事
務
長　

令
和
3
年
度
か

ら
の
第
3
次
病

院
事
業
改
善
計

画
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。病

院
職
員
自
ら
の

課
題
と
し
て
認

識
す
る
取
り
組

み
を
狙
っ
て
お

り
、こ
れ
ま
で

公
表
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
計
画

の
進
捗
状
況
の

結
果
も
公
表
し

て
い
く
。

市
長　

公
立
病
院
の
本
来
の

あ
り
方
を
基
本
に
す
る
中
で
、

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
最
近
の
農
作
物
被
害
は
、

鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
。対
策
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

電
気
柵
等

の
設
置
に
、10
万
円
限
度
で
費

用
の
30
％
を
補
助
し
て
い
る
。

　

ま
た
、く
く
り
罠
に
よ
る
捕

獲
を
行
っ
て
い
る
が
、設
置
管

理
す
る
猟
友
会
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
、集
落
等
で
の
捕
獲

協
力
を
試
験
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
成
果
や
課
題
を
検
証

し
た
上
で
、猟
友
会
と
連
携
し

た
捕
獲
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
、地
域
活
動
と
し
て
定
着

す
る
取
り
組
み
に
も
し
た
い
。

上段：くくり罠、下段：くくり罠設置の様子

大型化した救急車・消防車

一 般 質 問

を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、こ

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
は
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
。こ
の
た
び
策
定
さ
れ

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
何
か
、

ま
た
、知
名
度

向
上
を
図
る
た

め
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
何

か
。

企
画
振
興
部
長

　

人
口
減
少・

少
子
高
齢
化
、

市
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
市

を
取
り
巻
く
社

会
環
境
が
急
速

に
変
化
し
て
、

「
地
方
創
生
」

を
旗
印
と
し
て

全
国
的
に
交
流

人
口
、関
係
人

方
を
対
象
と
し
た
貸
付
で
あ
る

総
合
支
援
資
金
は
、相
談
56
件

に
対
し
申
請
及
び
交
付
決
定

は
44
件
で
、
2
5
3
2
万
円

の
貸
付
と
な
っ
た
。休
業
等
に

よ
り
一
時
的
な
資
金
が
必
要

な
方
へ
の
貸
付

で
あ
る
緊
急
小

口
資
金
は
、相

談
1
1
3
件

に
対
し
申
請

及
び
交
付
決

定

は
1
1
2

件
、貸
付
額
は

1
9
4
6
万
円

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、

社
会
福
祉
協
議

会
へ
委
託
し
て

い
る
生
活
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー

ま
い
さ
ぽ
東
御

に
お
い
て
、状

問　
全
国
的
に
人
口
減
少
、少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て

い
る
中
、東
御
市
に
お
い
て
も

人
口
減
少
は
続
い
て
い
く
も
の

と
予
測
さ
れ
て
お
り
、人
口
減

少
し
て
も
活
力
あ
る
地
域
社
会

問　

市
民
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
総
合
支
援
資
金・
緊
急

小
口
資
金
な
ど
の
申
請
や
そ
の

対
応
状
況
は
ど
う
か

健
康
福
祉
部
長　
失
業
等
に
よ

り
生
活
の
立
て
直
し
が
必
要
な

依田　俊良議員

問答
こ
れ
か
ら
のシテ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

東
御
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

佐藤　千枝議員

問答
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、高
齢
者
の

生
活
を
ど
う
支
え
て
い
く
の
か

足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
や

認
知
機
能
向
上
に
向
け
取
り
組
む

口
そ
し
て
定
住
人
口
の
獲
得
に

向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
、東
御
市

が
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
、

選
ば
れ
て
い
く
た
め
に
、市
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
高
め
、

相
対
的
な
価
値
を
ど
の
よ
う
に

向
上
さ
せ
る
の
か
、そ
の
方
向

と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
す

も
の
で
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
効
果
的
活
用
な
ど
発

信
し
て
い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
時
代
の
社
会
変

革
を
見
据
え
た
対
応
は
。

企
画
振
興
部
長　
コ
ロ
ナ
禍
で

鮮
明
に
な
っ
た
新
し
い
生
活
様

式
へ
の
対
応
と
し
て
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
リ
モ
ー
ト
、オ

ン
ラ
イ
ン
、分
散
化
、自
動
化
、

省
力
化
を
強
く
意
識
す
る
中
で
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
進
め
て

い
く
。

況
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
支
援

に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

新
型
感
染
症
に
関
す
る

差
別
や
偏
見
防
止
等
学
校
に

お
け
る
人
権
の
配
慮
は
ど
う

か
。

教
育
長　

差
別
や
偏
見
が
起

き
な
い
よ
う
学
校
全
体
で
人

権
教
育
を
進
め
て
い
る
。

市
民
病
院
の
再
構
築

問　

市
民
の
健
康
や
命
を
守

る
た
め
の
自
治
体
病
院
と
し

て
、将
来
の
プ
ラ
ン
は
。

病
院
事
務
長　

医
療
従
事
者

を
流
動
化
す
る
な
ど
一
体
的

経
営
に
よ
る
効
率
化
に
取
り

組
む
。

　

更
に
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
と
と
も
に
、市
内
の

医
療
機
関
と
連
携
す
る
。ま
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
参
加
し
て
い
く
。

休業や失業等相談に応じるまいさぽ東御の職員

GMOアスリーツパーク湯の丸
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の
市
独
自
の
調
査
は
行
っ
て
な

い
。高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
時

等
に
引
き
こ
も
り
の
相
談
を
受

け
、家
族
の
あ
り
方
も
含
め
相
談

や
支
援
を
し
て
い
る
。精
神
障
が

い
者
は
障
害
者
計
画
の
更
新
時

に
調
査
を
実
施
。

相
談
し
や
す

い
窓
口
づ
く
り
、

生
活
や
経
済
的

不
安
の
解
消
、

自
立
に
向
け
障

害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
個
別
相
談

支
援
を
継
続
し

て
い
る
。

問　

引
き
こ

も
り
の
地
域
包

括
ケ
ア
と
し
て

専
属
部
署
の
設

置
は
。

健
康
福
祉
部
長

　

現
在
設
置
は

ク
整
備
を
令
和
3
年
3
月
ま
で

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

感
染
を
防
ぐ
取
り
組
み

と
し
て
、公
共
の
施
設
な
ど
の

水
道
の
自
動
水
栓
化
の
推
進
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

　

自
動
化
さ
れ

て
な
い
施
設
に

つ
い
て
は
、施

設
の
改
修
に
合

わ
せ
て
自
動
水

栓
化
を
図
っ
て

い
く
。

問　

コ
ロ
ナ

禍
で
の
、介
護

施
設
や
福
祉
現

場
等
の
現
状
は

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

　

介
護
、障
が

い
者
の
福
祉
現

場
で
は
、情
報

問　

全
国
の
推
計
で
引
き
こ

も
り
の
方
は
百
万
人
。市
独
自

の
生
活
実
態
調
査
の
実
施
と
支

援
は
。ま
た
精
神
障
が
い
の
方

の
実
態
調
査
と
支
援
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
引
き
こ
も
り

問　
I
C
T
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

小・
中
学
校
の
普

通
教
室
、特
別
教
室
、体
育
館
な

ど
に
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

設
置
に
よ
る
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

問　

コ
ロ
ナ
感
染
症
封
じ
込

め
へ
P
C
R
検
査
を「
何
時
で

も
誰
で
も
何
度
で
も
」受
け
ら

れ
る
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
必
要
な
方
に
必
要
回
数

を
必
要
な
だ
け
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。医

療
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
国

が
財
政
支
援
を
行
う
べ
き
だ
。

湯
の
丸
特
会
で
監
査
委
員

の
改
善
意
見
へ
の
対
応
は

問　

湯
の
丸

特
設
プ
ー
ル
建

設
決
算
で
監
査

委
員
が
寄
附
金

不
足
で
巨
額
の

起
債
に
至
っ
た

こ
と
を「
改
善

す
べ
し
」と
の

異
例
の「
監
査

意
見
」を
つ
け

た
。ど
う
改
善

す
る
の
か
。

市
長　

集
め
き

れ
な
か
っ
た
こ

と
を
真
摯
に
反

省
し
、ご
心
配

を
か
け
た
こ
と

や
墓
地
の
継
承
に
不
安
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
の
合
葬
式
墓
地
、

ま
た
墓
標
を
樹
木
と
し
て
そ
の

周
り
に
埋
葬
す
る
樹
木
葬
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。将
来
的
な
情

勢
や
需
要
の
調
査
を
進
め
な
が

ら
引
き
続
き
研

究
す
る
。

児
童
館
に
つ

い
て

問　

ふ
る
さ

と
納
税
を
原
資

に
滋
野
児
童
館

だ
け
で
な
く
、

老
朽
化
し
た
田

中
児
童
館
の
建

て
替
え
が
進
む

よ
う
に
、道
筋

を
つ
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
長　

市
長
公

約
と
し
て
滋
野

を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

問　

地
方
財
政
法
の
財
政
規

律
に
の
っ
と
り
財
源
措
置
を

し
っ
か
り
と
り
、今
回
の
よ
う

な
事
態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
べ
き
だ
。

燃
料
材
の
放
射
能
調
査

問　

羽
毛
山
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
の
燃
料
材
、焼
却
灰
の
放

射
能
濃
度
検
査
の
手
順
書
は
ど

う
な
っ
た
か
。

市
民
生
活
部
長　
事
業
者
と
協

議
し
書
面
に
し
た
。協
定
書・覚

書
の
内
容
に
基
づ
く
確
認
を
継

続
し
て
い
く
。（
内
容
を
詳
し

く
答
弁
）

問　

定
時
定
路
線
祢
津
線
の

見
直
し
で
児
童
生
徒
の
通
学
の

足
確
保
は
バ
ス
に
よ
る
べ
き
だ
。

教
育
次
長　
教
育
委
員
会
と
し

て
は
バ
ス
を
第
一
に
検
討
し
て

い
る
。

児
童
館
へ
と
進
み
、ど
の
よ
う

な
形
で
改
築
、改
良
も
し
く
は

建
て
替
え
に
歩
む
か
と
い
う
事

を
今
後
検
討
し
、順
序
と
し
て
、

田
中
、祢
津
に
進
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
関
係
人
口

の
創
出
拡
大
に
つ
い
て

問　

総
務
省
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
横
浜
市

上
郷
ネ
オ
ポ
リ
ス
と
の
関
係
性

の
構
築
に
つ
い
て
は
、ど
の
よ

う
に
進
展
し
て
い
る
の
か
。

企
画
振
興
部
長　
田
沢
地
域
お

ら
ほ
村
活
性
化
委
員
会
、大
和

ハ
ウ
ス
工
業
及
び
市
の
3
者
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
及

び
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、東

御
市
和・
上
郷
ネ
オ
ポ
リ
ス
交

流
協
議
会
を
設
立
し
た
。

阿部　貴代枝議員

問答
引
き
こ
も
り
や
精
神
障
が
い
の
方
の

生
活
実
態
調
査
と
支
援
は

精
神
障
が
い
の
方
の
調
査
は
実
施
し
た

平林　千秋議員

問答
定
時
定
路
線
バ
ス
見
直
し
で

児
童
生
徒
の
通
学
の
足
確
保
を

バ
ス
運
行
を
第
一
の
方
法
と
し
て

検
討
し
て
い
る

山崎　康一議員

問答
公
営
墓
地
の
検
討
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
検
討
を

進
め
る
課
題
と
促
え
て
い
る

髙木　真由美議員

問答
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
た
め
の

端
末
や
機
器
の
整
備
は
ど
う
か

12
月
末
ま
で
に
1
人
1
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購
入
す
る

考
え
て
い
な
い
。福
祉
、保
健
、

教
育
、就
労
等
様
々
な
支
援
を

行
い
よ
り
よ
い
方
法
を
検
討
。

問　

引
き
こ
も
り
の
方
が
増

加
す
る
と
考
え
る
が
市
長
の
考

え
は
。

市
長　
引
き
こ
も
り
は
日
本
全

体
の
政
治
的
課
題
。民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
、そ
の
活
動
を
行
政
と

し
て
支
援
。現
実
に
困
っ
て
い

る
方
々
に
対
し
呼
び
か
け
や
情

報
提
供
を
し
困
っ
た
ら
と
に
か

く
相
談
い
た
だ
け
る
と
い
う
体

制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

人
権
の
意
識
調
査
は

問　

意
識
調
査
で
5
年
前
と

変
わ
っ
た
点
は
。今
後
の
活
用

は
。

市
民
生
活
部
長　
活
用
は
人
権

施
策
の
基
本
方
針・
基
本
計
画

の
改
定
の
基
礎
資
料
等
と
す
る
。

連
絡
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し
、

事
業
所
の
横
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
停
滞
さ
せ
な
い
よ
う
努
め

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

第
2
波
に
備
え
た
対
策
に

つ
い
て

問　

市
民
病
院
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
状
況
は
ど
う

か
。

病
院
事
務
長　
5
月
か
ら
電
話

診
療
を
開
始
し
た
が
、10
月
中

に
は
映
像
に
よ
る
診
療
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。　

問　

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
を
避
け

る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長　
子
ど
も
や
一

定
の
障
害
の
あ
る
方
等
へ
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
行
う
。　

通学バスに乗り込む横堰の児童ら

小諸市合葬式墓地 ようやく閉鎖解除された市民ラウンジ

社会福祉協議会『まいさぽ東御』の相談窓口

問　

樹
木
葬
や
合
葬
式
墓
地

は
大
き
な
土
地
も
要
ら
ず
、財

政
面
で
も
負
担
が
少
な
く
、こ

れ
か
ら
行
政
が
確
実
に
か
か
わ

る
問
題
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
遺
骨
の
埋
葬
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用
者
が
下
回
っ
て
い
る
。4
月

か
ら
5
月
に
か
け
休
業
に
よ
り

利
用
者
は
、大
幅
に
減
少
。7
月

か
ら
は
、会
員
の
7
割
が
市
内
、

3
割
が
市
外
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
に
入
り
3
階
の
み
の
売

上
は
、4
月
か

ら
8
月
ま
で
で

6
4
0
万
で
あ

る
。

問　

市
道
県・

東
深
井
線
は
、

も
う
5
年
ほ

ど
た
っ
て
い

る
と
思
う
が
、

3
0
0
m
弱
な

の
に
反
対
者
が

い
る
の
か
、予

算
が
な
く
て
で

き
な
い
の
か
一

日
も
早
く
完
成

し
て
も
ら
い
た

い
。雨
水
の
処

の
更
新
は
実
施
を
前
提
と
し
て

お
り
今
後
の
社
会
情
勢
、財
政

状
況
等
を
考
慮
し
予
算
化
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
運
営
は

問　

感
染
リ

ス
ク
を
下
げ
る

た
め
の
ス
ペ
ー

ス
の
利
用
方
法

な
ど
、コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
避

難
所
運
営
の
あ

り
方
を
伺
う
。

総
務
部
長　

避

難
所
運
営
に
お

け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関

す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
7
月
に
策

定
し
た
。

御
市
土
砂
災
害
洪
水
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
と
東
御
市
受
援
支
援
計
画

を
作
成
し
た
。オ
ー
ル
市
役
所

と
し
て
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応

に
努
め
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
応

し
た
災
害
対

策
に
つ
い
て

問　

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対

応
し
た
災
害
対

策
は
何
か
。

総
務
部
長　

避

難
所
に
お
け
る

感
染・
拡
大
を

防
止
す
る
こ
と

を
最
優
先
に
考

え
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
。

そ
れ
に
沿
っ
た

訓
練
を
8
月
30

問　

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
し
た
事
、内
容
な
ど
知
ら
な

い
人
が
多
い
と
思
う
が
。ま
た
、

運
用
費
の
実
態
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
昨
年
よ
り
利

問　

6
月
の
質
問
で
高
機
能

で
信
頼
性
の
高
い
防
災
ラ
ジ
オ

へ
の
更
新
を
検
討
す
る
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
が
、実
施
時
期
と

検
討
事
項
等
を
伺
う
。

企
画
振
興
部
長　
防
災
ラ
ジ
オ

問　

昨
年
の
台
風
19
号
災
害

の
対
応
で
、課
題
と
し
て
上

が
っ
た
、市
役
所
内
で
の
役
割

分
担
を
含
め
た
組
織
作
り
等
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

総
務
部
長　
市
で
は
新
た
に
東

問　

文
部
科
学
省
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル「
学

校
の
新
し
い
生
活
様
式
」に
基

づ
い
た
、身
体
的
距
離
の
確
保

は
可
能
な
の
か
。1
学
級
の
人

数
は
ど
う
か
。

教
育
長　
県
の
信
州
少
人
数
教

育
推
進
事
業
に
よ
り
、1
ク
ラ

ス
の
基
準
は
35
人
で
あ
る
。1

つ
の
教
室
で
間
隔
を
と
る
に
は

限
り
が
あ
り
、成
長
に
つ
れ
、学

年
が
上
が
る
ご
と
に
距
離
の
確

保
は
難
し
い
。可
能
な
限
り
接

触
や
距
離
に
配
慮
し
て
、学
習

を
進
め
て
い
る
。

問　
教
員
の
負
担
に
つ
い
て
、

消
毒
な
ど
衛
生
管
理
は
ど
う
し

て
い
る
か
。

教
育
長　
長
期
休
校
に
よ
る
学

習
計
画
や
指
導
計
画
の
変
更
、

消
毒
な
ど
感
染
防
止
対
策
な
ど

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
。県
事
業
を
活
用

し
、授
業
や
放
課
後
学
習
を
支

援
す
る
学
習
指
導
員
、事
務
等

の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、業
務
軽
減
や
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保

に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

少
人
数
編
成
を
可
能
と

す
る
教
員
確
保
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

教
育
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
う
休
校
中
の
学

習
や
再
開
後
の
教
室
で
の
授
業

を
行
う
に
当
た
り
、改
め
て
1

学
級
の
人
数
が
少
人
数
で
あ
る

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
教
職
員
や
教
室
の
確
保
な
ど

課
題
は
あ
る
が
、粘
り
強
く
要

望
を
し
て
い
き
た
い
。

髙森　公武議員

問答
ゆ
ぅ
ふ
る
t
a
n
a
k
a

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
状
況
は
ど
う
か

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

昨
年
よ
り
下
回
っ
て
い
る

窪田　俊介議員

問答
少
人
数
学
級
の
必
要
性
をどう

考
え
る
か

学
級
編
成
の
基
本
的
な
数
を

考
え
る
時
期
が
来
て
い
る

依田　政雄議員

問答
防
災・減
災
に
む
け
て

防
災
ラ
ジ
オ
の
更
新
は
ど
う
か

実
施
を
前
提
と
し
て
い
る

瀬田　智之議員

問答
台
風
19
号
の
被
害
の
課
題
は

役
割
分
担
の
不
明
確
さ

理
、側
溝
も
要
望
す
る
。

都
市
整
備
部
長　
5
年
間
か
ら

6
年
間
の
事
業
計
画
で
あ
る
。

国
の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
を

活
用
実
施
し
て
い
る
。

問　
「
う
ん
の
わ
」の
そ
の
後

の
宿
泊
施
設
は
、ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

産
業
経
済
部
長　
令
和
2
年
4

月
1
日
か
ら
管
理
者
が
不
在
で

営
業
休
止・
現
在
再
開
で
き
る

よ
う
手
を
尽
く
し
て
い
る
。

問　

休
校
し
て
遅
れ
た
授
業

の
現
在
の
状
況
は
、勉
強
が
大

変
で
つ
い
て
い
け
な
い
子
は
、

い
な
い
か
。

教
育
長　

低
学
年
の
中
に
は
、

学
ん
で
き
た
事
を
忘
れ
た
児
童

も
い
た
よ
う
で
す
。個
人
差
が

あ
り
学
習
指
導
補
助
員
な
ど
で

学
力
の
定
着
を
図
っ
て
、笑
顔

か
が
や
く
子
ど
も
に
育
つ
よ
う

取
り
組
む
。

地
域
未
来
構
想
20
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
登
録
に
つ
い
て

問　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
登
録
は
、

今
後
の
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創

生
の
地
方
版
の
総
合
戦
略
を
進

め
る
上
で
の
大
事
な
コ
ラ
ボ
だ

と
考
え
る
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
振
興
部
長　
「
地
域
交
通

体
系
」、「
リ
ビ
ン
グ
シ
フ
ト
」、

「
地
域
商
社
、観
光
地
域
づ
く

り
法
人
」の
3
つ
の
政
策
に
つ

い
て
登
録
を
し
、利
活
用
す
る
。

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い
て

問　

市
民
の
負
担
軽
減
が
出

来
る
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

総
務
部
長　
証
明
書
の
発
行
及

び
申
請
手
続
き
が
短
縮
で
き
る

新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
推

進
す
る
。

日
に
実
施
し
た
。

問　
ど
ん
な
訓
練
を
し
て
、見

直
す
点
等
は
見
つ
か
っ
た
か
。

総
務
部
長　
班
編
成
済
の
職
員

を
中
心
に
、開
設・運
営
訓
練
を

実
施
し
た
。様
々
な
意
見
や
要

望
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。対
応

策
を
検
討
し
、共
有
し
て
い
く
。

※
近
年
水
害
に
よ
る
消
防
団
の

出
動
が
増
え
て
い
る
。本
格
的

な
水
害
と
な
る
と
今
の
消
防
団

の
装
備
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

全
団
員
分
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、

防
水
対
応
の
衣
服
、靴
、無
線
機

な
ど
安
心
し
て
出
動
で
き
る
装

備
品
の
見
直
し
を
強
く
求
め
た
。

再編後、初の出初式（第三分団）

市道県・東深井線

新型コロナウイルス感染症予防対策の取り組み内容を踏まえての避難所開設及び運営訓練

学校の新しい生活様式（文部科学省）より
身体的距離の確保の概念図



漏
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
全
て

を
書
き
込
も
う
と
し
て
い
る
部
分
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

問　

今
後
の
課
題
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
。

答　

一
番
の
課
題
は
全
戸
配
布
を
原

則
と
し
て
い
る
た
め
、一
般
誌
の
よ
う

に
読
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
で
き

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
ど
う
し
て
も
報

告
書
の
よ
う
な
編
集
に
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の「
議
会
だ
よ

り
」が
ど
の
よ
う
な
層
に
ま
た
何
人
位

の
方
に
読
ま
れ
て
い
る
の
か
の
デ
ー

タ
も
な
く
、ま
さ
に
手
探
り
の
状
態
で

編
集
し
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。そ
の

た
め
の
モ
ニ
タ
ー
制
度
も
導
入
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
少

し
で
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る「
議

会
だ
よ
り
」に
育
て
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。広

報
委
員
長　
山
浦 

利
通

い
ま
す
。「
議
会
だ
よ
り
」と

い
う
性
質
上
、ど
う
し
て
も

数
字
の
羅
列
、行
政
用
語
を

多
く
使
用
せ
ざ
る
を
得
ず
、

報
告
書
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。そ
れ
が
読
み

づ
ら
さ
に
繋
が
っ
て
い
る

の
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま

た
、記
事
が
偏
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

問　

毎
回
表
紙
の
写
真
は
明
る
さ
、力

強
さ
が
感
じ
ら
れ
タ
イ
ム
リ
ー
だ
と

思
い
ま
す
。そ
も
そ
も
記
事
は
誰
が
ど

の
よ
う
に
取
材
し
て
い
る
の
で
す
か
。

答　

広
報
委
員
７
人
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
役
割
分
担
を
し
て

い
ま
す
。毎
回
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
意
見
に
自
分
の
担
当
し
た

記
事
の
反
応
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ド
キ
ド
キ

し
て
い
ま
す
。

問　

具
体
的
に
各
ペ
ー
ジ
ご
と
で
読

み
や
す
い
工
夫
は
。

答　

掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
内
容

を
い
か
に
適
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
強

調
で
き
る
か
。そ
し
て
内
容
を
ど
こ
ま

で
要
約
で
き
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。ま

た
写
真
を
多
用
し
た
り
、紙
面
が
あ
ま

り
窮
屈
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、議
会
だ
よ
り
の
性
質
上

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

広
報
委
員

あ
と
が
き

【発行・お問い合せ】

東御市議会・事務局
〒389−0592 長野県東御市県281-2

TEL.0268-64-5810
FAX.0268-62-5040

　
今
期
市
議
会
議
員
の
任
期
も
11
月
20
日
を

も
っ
て
、改
選
新
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

　

4
年
間
を
通
じ
て
、市
民
生
活
の
向
上
を

目
指
し
、厳
し
い
財
源
の
も
と
で
国・
県
の
制

度
を
フ
ル
活
用
す
る
な
ど
、数
多
く
の
施
策

を
展
開
し
て
き
て
い
る
市
政
に
深
く
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
同
時
に
、議
会
改
革
の
推
進
な
ど
、議
会
活

動
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、議
会
報

告
会・
議
会
だ
よ
り
な
ど
、市
民
に
寄
り
添
っ

た
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
、議
会
の
取
り
組
み
を
次
期
改

選
メ
ン
バ
ー
に
引
き
継
ぎ
、よ
り
分
か
り
や

す
く
親
し
み
の
あ
る
議
会
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　市議会だよりについて、ご意見・

ご感想をお寄せください。

［東御市議会広報紙］　第67号　◆発行/東御市議会　◆発行責任者/東御市議会議長　横山　好範
◆発行日/令和２年11月１日    ◆編集/東御市議会広報調査特別委員会　印刷/中澤印刷株式会社

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 令和2年12月定例会における一般質問は

12月14日〜15日に予定されています。
山
浦　
利
通

窪
田　
俊
介

田
中　
信
寿

髙
木
真
由
美

中
村　
眞
一

平
林　
千
秋

依
田　
俊
良

阿
部
貴
代
枝

横
山　
好
範

　

議
会
定
例
会
ご
と
に
年
４
回
発
行

さ
れ
て
い
る「
議
会
だ
よ
り
」　

皆
さ

ん
!!
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
？
11
月
8
日
に
市
議
会
議

員
の
改
選
が
あ
り
、今
回
の
11
月
1
日

号
が
私
達
広
報
委
員
会
の
最
後
の
発

行
と
な
り
ま
す
。４
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
ま
ま
で
の「
議
会
だ
よ
り
」の
実

績
や
こ
れ
か
ら
の
充
実
し
た
紙
面
作

り
に
向
け
た
反
省
、議
会
広
報
モ
ニ

タ
ー
さ
ん
の
評
価
な
ど
を
踏
ま
え
編

集
し
て
み
ま
し
た
。

問　

基
本
的
に
ど
の
様
な
点
に
注
意

し
て
編
集
し
て
い
る
の
で
す
か
。

答　

一
番
は
手
に
取
っ
た
時
に
、い

か
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
だ
け

る
の
か
、表
紙・
記
事
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
な
ど
の
工
夫
に
毎
回
苦
労
し
て

よ
り
親
し
み
や
す
く
、

読
ん
で
い
た
だ
け
る

「
議
会
だ
よ
り
」の

編
集
に
む
け
て

中
村
　
眞
一

　

11
月
8
日
は
東
御
市
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
投
票
を
お
願
い
し

ま
す
。

この広報は議員の自主編集で発行しています。


